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校
長
就
任
の
ご
挨
拶

松
本　

克
己

　

謹
啓　

向
暑
の
候　

皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
あ
げ
ま
す
。
さ
て
、
私
は
四
月
一
日
付

け
を
も
ち
ま
し
て
、
水
谷
厚
志
前
校
長
の

後
を
受
け
、
学
校
法
人
水
谷
学
園
出
雲
北

陵
中
学
・
高
等
学
校
長
に
就
任
致
し
ま
し

た
。

　

初
代
校
長
水
谷
キ
ワ
先
生
か
ら
２
代
校

長
水
谷
鑑
先
生
・
３
代
校
長
水
谷
勲
先
生
・

４
代
校
長
水
谷
厚
志
先
生
と
受
け
継
が
れ

た
、
本
校
の
永
い
歴
史
の
上
に
立
つ
と
い

う
大
き
な
重
圧
に
、
身
が
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
。

　

本
校
に
赴
任
し
て
本
年
度
が
38
年
目
に

な
り
ま
す
。
そ
の
間
、
様
々
な
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
度
に
教
職
員
の
皆

様
に
支
え
ら
れ
、
今
ま
で
頑
張
っ
て
く
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
何
よ
り
も

本
校
で
出
逢
っ
た
多
く
の
生
徒
達
に
救
わ

れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
多
様
化
が
進
み
、
様
々
な

こ
と
が
変
容
し
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
時
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
本
校

は
校
訓
「
柔
し
く
剛
く
」
の
旗
の
下
、伝
統

を
重
ん
じ
な
が
ら
も
新
し
い
学
園
の
姿
を

求
め
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。
学
園
と
生
徒
達
を
愛
す
る
教

職
員
集
団
と
し
て
、
教
職
員
一
同
が
同
じ

方
向
を
向
い
た
学
園
で
あ
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
少
し
で
も
生
徒
達
の
夢

の
実
現
へ
の
手
助
け
が
で
き
る
よ
う
、
ま

た
、
時
代
に
必
要
と
さ
れ
る
青
少
年
の
育

成
に
向
け
て
、
教
職
員
一
同
で
精
進
し
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
前
校
長
同
様
よ
ろ
し

く
ご
指
導
ご

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

謹
白

校
長
退
任
の
ご
挨
拶

水
谷　

厚
志

　

謹
啓　

向
暑
の
候
、
皆
様
に
は
益
々
ご

清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

平
成
十
五
年
四
月
、
本
学
園
が
斐
川
町

直
江
の
地
に
北
陵
幼
稚
園
を
開
園
す
る
こ

と
に
な
っ
た
こ
と
を
機
に
、
水
谷
勲
第
三

代
校
長
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
校
長
に
就
任

し
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
令
和
八
年
三
月

末
を
も
っ
て
校
長
職
を
退
任
致
し
ま
し
た
。

　

校
長
就
任
以
来
、
在
職
二
十
三
年
の
間
、

皆
様
に
は
公
私
に
わ
た
り
格
別
の
ご
厚

情
・
ご
高
配
を
賜
り
、
お
蔭
を
持
ち
ま
し

て
卒
業
生
を
は
じ
め
と
す
る
生
徒
の
皆
さ

ん
、
保
護
者
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
、
教

育
関
係
者
の
皆
様
方
と
充
実
し
た
日
々
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ

り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

校
長
在
職
中
は
、
本
校
の
建
学
の
精
神

「
柔
し
く
剛
く
」
を
全
教
育
活
動
の
基
盤

と
し
、
先
代
校
長
が
掲
げ
た
人
間
観
・
教

育
観
あ
る
い
は
教
育
方
針
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
緑
豊
か
な
環
境
の
中
で
、
学
業
は

も
と
よ
り
、
芸
術
と
ス
ポ
ー
ツ
、
さ
ら
に

は
国
際
交
流
の
盛
ん
な
清
新
で
明
る
く
力

強
い
校
風
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

加
え
て
、
こ
の
十
年
で
は
教
育
内
容
の
特

色
化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
と
い
っ
た
時
代
の
求

め
る
教
育
改
革
を
進
め
、
学
力
向
上
に
併

せ
て
、
生
徒
の
持
つ
良
さ
を
一
層
生
か
せ

る
よ
う
、
進
路
指
導
、
英
語
教
育
、
芸
術

や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
な
ど
、
教
職
員

の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
鋭
意
努
力
を
続

け
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
成
果
は
、
近
年

の
高
等
学
校
に
お
け
る
難
関
国
公
私
立
大

学
へ
の
合
格
実
績
、
二
十
四
年
連
続
就
職

内
定
率
１
０
０
％
達
成
を
は
じ
め
、
中
・

高
の
卓
球
部
・
な
ぎ
な
た
部
の
全
国
大
会

優
勝
・
準
優
勝
、
吹
奏
楽
部
・
合
唱
部
の

全
国
大
会
金
賞
受
賞
、
美
術
部
・
写
真
部

の
多
く
の
全
国
出
品
・
各
種
コ
ン
ク
ー
ル

で
の
入
賞
と
い
っ
た
部
活
動
に
お
け
る
各

部
の
活
躍
に
表
れ
て
お
り
、
大
変
嬉
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
日
、
急
激
な
少
子
化
の
進
展
を
は
じ

め
、
首
都
圏
と
地
方
、
公
立
と
私
立
の
間

に
あ
る
様
々
な
格
差
問
題（「
い
わ
ゆ
る
高

校
無
償
化
」
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
）

な
ど
、
本
県
私
学
を
取
り
巻
く
環
境
に
は

大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
う
し
た
中
で
も
県
内
私
立
各
校
の
活
躍

は
目
覚
ま
し
く
、
特
色
あ
る
私
学
教
育
の

良
さ
が
理
解
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
誠
に

有
難
い
こ
と
で
す
。

　

今
後
は
松
本
新
校
長
と
力
を
合
わ
せ
、

熱
き
青
春
を
夢
見
る
若
人
が
集
う
「
緑
豊

か
で
美
し
い
学
園
」、「
青
春
の
杜（
森
）」

づ
く
り
に
邁
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
結
び
に
、
皆
様
か
ら
賜
り
ま
し
た
数

々
の
ご
厚
情
に
対
し
重
ね
て
お
礼
を
申
し

あ
げ
、
校
長
退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

謹
白



第４８９号　（2）

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

全
国
大
会
出
場
決
定
！

島
根
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
シ
ン
グ
ル
ス
大
会

時　

４
月
12
日　
　
　
　
　
　

於　

浜
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

優
勝　

今
田　

心（
2-3 

江津
）

２
位　

水
永
成
実（
2-3 

益田東
）

３
位　

牛
尾
真
緒（
2-1 

青陵
）、
末
田
美
雨（
1-3 

羽須美
）

ベス
ト
８　

森
田
早
貴（
3-4 
大社
）、
落
合　

遥（
3-3 

大社
）

　
　
　
曽
田
珠
凛
亜（
3-3 
大社
）、
三
原
夏
帆（
1-3 

出三
）

◯
大
会
総
評

　

優
勝
し
た
今
田
は
、
２
年
連
続
で
６
月
に
行

わ
れ
る
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ（
北

海
道
）
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。
シ
ー
ズ
ン

最
初
の
公
式
戦
で
上
位
を
独
占
で
き
た
こ
と
は

良
か
っ
た
。。
応
援
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
島
根
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
中
国
大
会
予
選

時　

４
月
24
〜
26
日　
　
　
　

於　

浜
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

〈
個
人
戦
〉

優
勝　

落
合　

遥
・
森
田
早
貴
ペ
ア

２
位　
井
上
心
々
奈（
3-3 

羽須美
）・
牛
尾
真
緒
ペ
ア

３
位　

今
田　

心
・
末
田
美
雨
ペ
ア

〈
団
体
戦
〉　

優
勝

団
体
メ
ン
バ
ー
（
落
合
・
森
田
・
今
田
・
末
田
・

井
上
・
牛
尾
・
水
永
・
村
尾
）

２
回
戦　

３

－

０　

益
田
翔
陽

３
回
戦　

２

－

０　

松
江
東

準
決
勝　

２

－

０　

松
江
南

決　

勝　

２

－

０　

浜　

田

◯
大
会
総
評

　

個
人
戦
で
優
勝
し
た
落

合
・
森
田
ペ
ア
は
６
月
に

行
わ
れ
る
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ（
北
海

道
）
の
出
場
権
を
獲
得
し

た
。
確
認
で
き
た
課
題
を

こ
れ
か
ら
の
期
間
で
し
っ

か
り
と
克
服
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
み
を
強
化
し
た

い
。
３
日
間
応
援
・
サ
ポ
ー
ト
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

（
顧
問　

金
森　

快
）

団体戦優勝メンバー

◯
大
会
総
評

　

団
体
戦
は
出
場
し
た
選
手
が
そ
れ
ぞ
れ
持
ち

味
を
発
揮
し
、
16
回
目
の
優
勝
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
た
。
決
し
て
慢
心
す
る
こ
と
な
く
、
６

月
の
県
高
校
総
体
で
は
完
全

優
勝
で
き
る
よ
う
に
チ
ー
ム

一
丸
と
な
っ
て
戦
い
た
い
。

第
78
回
中
国
卓
球
選
手
権
大
会
島
根
県
予
選
大
会

時　

５
月
10
日　
　
　

於　

島
根
県
立
体
育
館

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

優
勝　

三
好
蒼
空

２
位　
波
多
間
怜
偉

３
位　

福
田
健
人
、
金
丸　

陽

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

優
勝　

三
好
蒼
空
・
金
丸　

陽 

組

２
位　

松
崎
優
樹
・
天
野
遥
空（
1-3 

錦台
）
組

３
位　

清
水
寛
生（
中2-2 

藍見
）・
今
福
瀧
司（
中2-1 

門沢
）組

◯
大
会
総
評

　

接
戦
と
な
る
試
合
が
多
か
っ
た
が
、
苦
し
い

場
面
で
も
粘
り
強
く
プ
レ
ー
し
、
自
分
達
の
力

を
発
揮
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。

一
方
で
、
細
か
な
技
術
面
や
試
合
運
び
に
は
課

題
も
見
ら
れ
た
た
め
、
中
国
大
会
本
戦
に
向
け

て
更
に
精
度
を
高
め
て
い
き
た
い
。

第
22
回
出
雲
市
オ
ー
プ
ン
卓
球
大
会

時　

５
月
18
日　
　
　
　

於　

出
雲
市
総
合
体
育
館

〈
男
子
団
体
〉
優
勝　

出
雲
北
陵
Ａ

団
体
メ
ン
バ
ー
（
福
田
・
三
好
・
金
丸
・
波
多
間
）

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

優
勝　

金
丸　

陽

２
位　

三
好
蒼
空

３
位　

福
田
健
人
、
天
野
遥
空

◯
大
会
総
評

　

団
体
戦
・
個
人
戦
と
も
に
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
県
高
校
総

体
に
向
け
て
、
チ
ー
ム
の
ム
ー
ド
は
高
ま
っ
て

き
て
い
る
。
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
整
え
て
県
総

体
に
臨
み
た
い
。 
（
顧
問　

古
瀨
泰
之
）

団体優勝メンバー

ダブルス優勝の
三好・金丸組

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

島
根
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
シ
ン
グ
ル
ス
大
会

時　

４
月
12
日　
　
　
　
　
　

於　

浜
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

３
位　

木
村
一
心（
2-1 

斐東
）

ベス
ト
８　

 

川
原　

真（
3-4 

大一
）

　
　
　

富
岡
光
輝（
3-3 

大社
）

島
根
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
中
国
大
会
予
選

時　

４
月
24
〜
26
日　
　
　
　

於　

浜
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

〈
個
人
戦
〉

２
位　

三
島
綾
太（
3-2 

出三
）・
木
村
一
心
ペ
ア

３
位　

髙
野
幸
大（
3-3 

大一
）・
仲
津
想
大（
3-3 

青陵
）ペ
ア

ベス
ト
８　

高
木
映
瑠（
3-4 

横田
）・
川
原　

真
ペ
ア

河
野
穂
希（
3-3 

浜一
）・
山
下
柊
人（
3-5 

浜一
）ペ
ア

〈
団
体
戦
〉　

２
位

団
体
メ
ン
バ
ー
（
三
上
・
三
島
・
川
原
・
山
下
・

高
木
・
河
野
・
髙
野
・
木
村
）

２
回
戦　

３

－

０　

出　

雲

準
々
決
勝　

２

－

０　

津
和
野

準
決
勝　

２

－
０　

出
雲
工
業

決　

勝　

１

－
２　

松
江
工
業

◯
大
会
総
評

　

県
総
体
の
シ
ー
ド
権
を
決

め
る
大
切
な
試
合
で
あ
っ
た

が
、
団
体
、
個
人
と
も
に
悔

し
い
結
果
と
な
っ
た
。
一
か

月
後
の
総
体
で
し
っ
か
り
と

リ
ベ
ン
ジ
で
き
る
よ
う
こ
れ

か
ら
の
期
間
を
大
切
に
準
備

し
て
い
き
た
い
。
当
日
は
た

く
さ
ん
の
保
護
者
、
Ｏ
Ｂ
の

方
に
応
援
に
来
て
い
た
だ
き

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
顧
問　

佐
々
木
雄
志
）

卓　

球　

部

第
73
回
中
国
高
等
学
校
卓
球
選
手
権
島
根
県
予
選
大
会

時　

４
月
23
〜
25
日　

於　

益
田
市
民
体
育
館

〈
男
子
団
体
〉
優
勝（
２
年
ぶ
り
16
回
目
）

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

３
位　
波
多
間
怜
偉（
2-3 

北陵
）、
松
崎
優
樹（
2-3 

北陵
）

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

優
勝　

三
好
蒼
空（
3-2 

北陵
）・
金
丸　

陽（
3-2 

北陵
）組

２
位　

福
田
健
人（
3-5 

出一
）・
波
多
間
怜
偉 

組

３位の木村一心
個人戦２位の三島・木村ペア個人戦３位の髙野・仲津ペア

テ

ニ

ス

部

島
根
県
高
等
学
校
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

時　

４
月
24
〜
26
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

於　

男
子　

石
見
海
浜
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

女
子　

益
田
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

渡
部
悠
真（
3-2 

斐西
）
１
回
戦
敗
退

加
地
朔
也（
2-1 

出三
）
１
回
戦
敗
退

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

渡
部
悠
真
・
小
村
奏
太（
2-4 

出三
）
１
回
戦
敗
退

〈
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

石
原
麻
帆（
3-3 

斐西
）
１
回
戦
敗
退

◯
大
会
総
評

　

総
体
の
出
場
権
を
か
け
た
選

手
権
。
選
手
達
は
新
体
制
の
も

と
練
習
に
励
ん
だ
が
結
果
に
は
至
ら
ず
の
試
合

だ
っ
た
。
反
省
点
を
生
か
し
総
体
で
の
上
位
進

出
を
目
指
し
た
い
。 

（
顧
問　

永
瀬
貴
之
）

陸
上
競
技
部

第
80
回
出
雲
陸
上
競
技
大
会

時　

４
月
11
・
12
日

於　

浜
山　
　
　
　

佐
伯
翔
汰（
3-2 

斐西
）・
平
井
涼
太（
3-4 

出一
）・

藤
原
宥
亮（
3-5 

出三
）・
小
松
原
蒼
空（
2-4 

斐東
）

　
　
　
　
　
　
　
　

４
×
100
ｍ
Ｒ 

５
位

大
野　

蓮（
3-2 

出三
）　

や
り
投 

７
位

◯
大
会
総
評

　

春
の
三
大
会
が
終
わ
り
、
地
元
開
催
の
出
雲

陸
上
で
は
２
種
目
で
入
賞
し
た
。
他
の
選
手
も

自
己
記
録
を
更
新
す
る
な
ど
良
い
仕
上
が
り
を

見
せ
た
。
県
高
校
陸
上
大
会
で
は
、
新
入
生
の

５
名
と
と
も
に
中
国
大
会
出
場
を
目
指
し
て
頑

張
り
た
い
。 

（
顧
問　

中
澤　

悟
）

一
斉
書
写

一
斉
書
写

時　

４
月
17
日

　

新
年
度
の
最
初
の
学
校
行
事
と
し
て
、
全
校

生
徒
に
よ
る
「
一
斉
書
写
」
を
実
施
し
た
。
緊

張
感
あ
る
雰
囲
気
の
中
で
、
全
員
が
し
っ
か
り

と
取
り
組
み
、
貴
重
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
た
。
新
入
生
も
出
雲
北
陵
生
の
一
員
と
し

て
ス
タ
ー
ト
を
き
る
こ
と
が
で
き
た
。
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だ
課
題
も
見
ら
れ
た
。
今

大
会
で
得
た
成
果
と
課
題

を
整
理
し
、
次
の
大
会
に

向
け
て
一
層
の
強
化
を
図

り
た
い
。

（
顧
問　

古
瀨
泰
之
）

中
学
校
生
徒
総
会
開
催

中
学
校
生
徒
総
会
開
催

中
学
校
生
徒
総
会
開
催

　

５
月
８
日
、
生
徒
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。
生
徒
会
執
行
部
と

各
専
門
委
員
会
の
間
で
、
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
議
論

が
活
発
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、

目
標
や
活
動
内
容
を
全
校
の
前

で
発
表
し
た
。
今
年
度
の
生
徒

会
は
和
気
藹
々
、
生
徒
み
ん
な

が
仲
良
く
楽
し
め
る
学
校
を
目

指
し
て
い
る
。
竹
下
和
輝
生
徒

会
長
を
中
心
に
、
生
徒
が
主
体
と
な
っ
て
行
動

し
て
よ
り
良
い
学
校
を
作
っ
て
欲
し
い
。

授
業
参
観
・
保
護
者
研
修
・

保
護
者
会
総
会
・
学
級
懇
談
会
開
催

授
業
参
観
・
保
護
者
研
修
・

保
護
者
会
総
会
・
学
級
懇
談
会
開
催

時　

５
月
11
日　
　

於　

北
陵
ホ
ー
ル
他

　

当
日
は
、
５
時
間
目
に

授
業
参
観
、
６
時
間
目
に

は
保
護
者
研
修
会
を
兼
ね
、
島
根
県
警
察
本
部

少
年
補
導
員
の
吉
野
七
菜
様
に
よ
る
「
ネ
ッ
ト

安
全
教
室
〜
ト
ラ
ブ
ル
や
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ

な
い
た
め
に
〜
」
を
開
催

し
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
す
る
上

で
の
注
意
事
項
や
闇
バ
イ

ト
、薬
物
乱
用
の
危
険
性
な

ど
の
講
演
を
聴
講
し
た
。

　

続
く
総
会
で
は
、昨
年
度

の
事
業
及
び
決
算
の
報
告
、

今
年
度
の
役
員
選
出
及
び

事
業
計
画
と
予
算
案
の
審

議
を
行
い
、
す
べ
て
承
認
さ
れ
た
。

　

本
年
度
保
護
者
会
役
員
の
皆
様
は
次
の
通
り
。

会　

長　

山
﨑　

貴
之（
２
年
）

副
会
長　

松
原　
　

亮（
３
年
）

　
　
　
　

持
田　
　

怜（
２
年
）

監　

事　

岡　
　

克
巳（
３
年
）

　
　
　
　

宮
廻　

和
泰（
１
年
）

新会長の
山﨑様

保護者研修会の様子

野　

球　

部

島
根
県
春
季
高
等
学
校
野
球
大
会

時　

４
月
18
日　
　
　
　

於　

平
田
愛
宕
山
野
球
場

出
雲
北
陵　

１

－

４　

津
和
野

　

今
大
会
は
、
主
当
番
校
と
し
て
臨
む
大
会
と

な
り
、
運
営
の
大
変
さ
と
試
合
を
す
る
喜
び
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。
結
果
は
敗
戦
と
な
っ

た
が
、
こ
こ
ま
で
培
っ
て
き
た
も
の
が
実
を
結

ぶ
日
が
そ
う
遠
く
な
い
こ
と
を
実
感
す
る
大
会

と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
夏
の
躍
進
に
向
け
て
様

々
な
点
を
見
直
す
こ
と
が
で
き
た
。
夏
の
選
手

権
大
会
で
は
、
結
果
に
こ
だ
わ
っ
て
戦
い
た
い
。

当
日
は
球
場
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
顧
問　

畑　

宗
一
郎
）

吹

奏

楽

部

第
30
回
定
期
演
奏
会

時　

５
月
９
日　
　
　
　
　
　

　
　

昼
の
部

：

14
時
開
演　
　

　
　

夜
の
部

：

18
時
30
分
開
演

於　

出
雲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

30
回
目
と
な
る
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会
を
開

催
し
た
。
新
体
制
と
な
っ
て
初
め
て
の
本
番
で

あ
っ
た
が
、
生
徒
達
は
こ
の
一
ヶ
月
間
よ
く
努
力

し
、
最
大
限
の
準
備
を
し
て
本
番
を
迎
え
た
。
昼

の
部
・
夜
の
部
と
２
回
公
演

を
行
い
、
延
べ
１
７
０
０
名

を
超
え
る
お
客
様
を
お
迎
え

し
、
会
場
が
一
体
と
な
る
コ

ン
サ
ー
ト
と
な
っ
た
。

　

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
に
は
、

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者
の
白
石

実
様
を
お
招
き
し
た
。
観
客

を
魅
了
す
る
美
し
い
音
色
、
卓
越
し
た
技
術
と
豊

か
な
音
楽
性
に
観
客
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
共

演
し
た
部
員
達
に
と
っ
て
も
大
変
貴
重
な
経
験
と

な
っ
た
。

　

こ
の
演
奏
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、

地
域
の
方
々
や
保
護
者
会
の
皆
様
を
は
じ
め
、
多

く
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
り
、
部

員
一
同
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
「
地
域
に

愛
さ
れ
る
バ
ン
ド
」
を
目
指
し
変
わ
ら
ず
精
進
し

て
い
き
た
い
。

（
顧
問　

竹
内
康
貴
）

学
校
周
辺
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

教
職
員
奉
仕
日

　

４
月
28
日
、本
校
教
職
員
に

よ
る
学
校
周
辺
の
清
掃
活
動

を
行
っ
た
。当
日
は
１
時
間
と

い
う
限
ら
れ
た
時
間
だ
っ
た

が
、側
溝
に
溜
ま
っ
た
重
い
泥

の
撤
去
や
、
間
に
生
い
茂
っ

た
草
削
り
、大
量
の
落
ち
葉
掃

き
な
ど
、全
員
で
汗
を
流
し
て

集
中
し
て
取
り
組
ん
だ
。

　

清
掃
が
終
了
す
る
頃
に
は
見
違
え
る
ほ
ど
綺

麗
に
な
り
、
水
の
流
れ
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
た
。

今
後
も
学
校
周
辺
の
環
境
整
備
の
一
貫
と
し
て

奉
仕
に
努
め
て
い
き
た
い
。

高
校
生
徒
総
会
開
催

高
校
生
徒
総
会
開
催

時　

５
月
15
日　

於　

本
校
体
育
館

　

高
校
生
全
員
が
体
育
館
に
集

ま
り
、
生
徒
総
会
を
実
施
し
た
。

川
原
生
徒
会
長
の
も
と
、
生
徒

会
執
行
部
並
び
に
専
門
部
か
ら

今
年
度
の
活
動
、
予
算
等
に
つ

い
て
提
案
が
あ
り
、
慎
重
に
審

議
さ
れ
た
。
今
年
度
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
「
万
華
彩
新
」
で
あ
る
。

常
に
新
し
い
変
化
と
あ
た
た
か

い
学
校
を
つ
く
る
と
い
う
生
徒
会
の
気
持
ち
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｌ
Ｈ
Ｒ
を
活
用
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
や
、
校
則
の
見
直
し
な
ど
も
提

案
さ
れ
た
。全
校
生
徒
が
積
極
的
に
参
加
し
、活

気
あ
る
生
徒
会
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

高
校
３
年
生
保
護
者
対
象

高
校
３
年
生
保
護
者
対
象

進
学
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
講
座

及
び
進
路
保
護
者
会
の
開
催

時　

５
月
11
日　
　
　
　
　

於　

黎
明
ホ
ー
ル
・
図
書
室

高
校
３
年
生
の
保
護
者
対
象
に
進
路
保
護

者
会
を
開
催
し
た
。
会
に
先
立
ち
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
管
原
麻
美
様
を
講
師

に
お
招
き
し
、
受
験
に
か
か
わ
る
費
用
と
資
金

の
準
備
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
い
た
。

　

続
い
て
進
路
保
護
者
会
で
は
進
学
と
就
職

に
会
場
を
分
け
て
、
中
澤
悟
進
学
指
導
部
長
、

椿
英
史
就
職
指
導
部
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
合
格
・

奉仕活動に励む教職員

内
定
を
勝
ち
取
る
た
め
の
お
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。

　

全
体
会
終
了
後
、
各
学
級
担
任
と
具
体
的
な

進
路
に
つ
い
て
の
個
別
面
談
を
行
っ
た
。
進
路

決
定
の
時
期
を
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
が
希

望
す
る
進
路
実
現
が
出
来
る
よ
う
に
、
し
っ
か

り
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

中
学
校

野　

球　

部

全
日
本
少
年
軟
式
野
球
大
会
出
雲
支
部
予
選

時　

４
月
18
日　
　
　

於　

浜
山
少
年
野
球
場

本
校　

８

－

３　

多　

伎

本
校　

０

－

３　

斐
川
西

出
雲
部
春
季
野
球
大
会時　

５
月
２
日　
　
　

於　

平
田
愛
宕
山
球
場

本
校　

２

－

３　

斐
川
西

◯
大
会
総
評

　

今
シ
ー
ズ
ン
初
め
て
の
公
式
戦
と
な
っ
た
。

冬
場
の
練
習
を
乗
り
越
え
た
２
年
生
10
名
を
中

心
に
粘
り
強
く
戦
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ

と
は
総
体
に
向
け
て
収
穫
で
あ
っ
た
。
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
の
シ
ー
ド
を
取
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
が
、
ま
ず
１
勝
で
き
た
こ
と
は
今
後
に
お
い

て
も
大
き
な
一
歩
と
な
っ
た
。
ま
ず
は
県
総
体

出
場
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
練
習
に

励
み
、
本
番
に
臨
み
た
い
と
思
う
。

（
顧
問　

酒
井
甲
太
郎
）

卓　

球　

部

第
49
回
島
根
県
中
学
生
卓
球
選
手
権
大
会

時　

４
月
29
日　
　
　

於　

鹿
島
総
合
体
育
館

〈
男
子
団
体
〉
優
勝（
３
年
ぶ
り
12
回
目
）

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

優
勝　

清
水
寛
生

２
位　

今
福
瀧
司

ベス
ト
８　

福
島
陽
希（
2-1
横尾
）、
垣
原
政
仁（
1-1
光
）、

　
　
　

村
守
結
仁（
1-2
東中
）

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

３
位　

菅
原
梨
功（
2-1
中筋
）・
平
木
大
翔（
2-2
熊野
）組

◯
大
会
総
評

　

日
頃
の
練
習
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
た
一
方

で
、
要
所
で
の
判
断
や
プ
レ
ー
の
精
度
に
は
ま

団体優勝メンバー
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三
年
論
理
国
語
の
時
間
か
ら

　

日
々
の
生
活
の
中
か
ら
の
小
さ
な
気
づ

き
は
将
来
の
宝
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

気
づ
き
学
ぶ
姿
勢
の
ヒ
ン
ト
紹
介
し
ま
す
。

人
間
年
齢
は
関
係
な
い
、
実
力
の
あ
る
も

の
が
勝
る
の
で
あ
る

　

こ
の
前
、
中
学
生
の
い
と
こ
と
散
歩
に

出
か
け
ま
し
た
。
近
く
に
神
社
が
あ
り
、

ち
ょ
っ
と
し
た
長
さ
の
階
段
が
あ
り
ま
す
。

先
に
上
ま
で
上
が
っ
た
人
が
勝
ち
、
と
い

う
こ
と
で
勝
負
で
す
。
家
で
は
階
段
を
駆

け
上
が
っ
た
り
私
は
高
校
三
年
で
す
。
負

け
る
わ
け
は
な
く
楽
勝
だ
と
思
い
ま
し
た
。

「
よ
〜
い
、
ド
ン
」
で
始
ま
っ
た
瞬
間
、
一

気
に
上
が
っ
て
い
っ
た
の
は
い
と
こ
で
し

た
。

　

い
と
こ
は
部
活
動
の
現
役
で
毎
日
の
よ

う
に
練
習
し
て
い
ま
す
。
私
は
体
力
に
は

自
信
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
高
校
に
入

っ
て
か
ら
は
運
動
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
年

齢
や
見
た
目
で
軽
く
考
え
て
い
た
私
は
、

世
の
中
を
甘
く
見
て
い
た
こ
と
を
痛
感
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
明
日
が
あ
る
」、「
未
来
に
は
夢
が
あ
る
」

は
危
険
な
考
え
方
だ

　

週
末
の
宿
題
と
し
て
あ
る
課
題
が
提
示

さ
れ
ま
し
た
。
今
授
業
で
取
り
組
ん
で
い

る
分
野
は
、
順
調
に
理
解
で
き
て
お
り
、

今
回
の
課
題
も
苦
労
せ
ず
と
も
完
了
で
き

る
内
容
で
し
た
。
軽
く
考
え
て
い
た
私
は
、

「
せ
っ
か
く
の
週
末
だ
か
ら
、土
曜
日
は
ゆ

作
品
と
研
究

人
に
な
り
、
三
十
、四
十
、
親
に
な
っ
た
こ

ろ
だ
っ
た
ら
と
思
う
と
冷
や
汗
が
出
て
き

ま
し
た
。
高
校
ま
で
は
先
生
が
授
業
で
多

く
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
。
若

造
の
浅
は
か
な
損
得
勘
定
は
捨
て
、
知
識
・

教
養
を
深
め
、
理
解
に
努
め
、
学
問
に
は

げ
む
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ
と
痛
感
し
ま

し
た
。

　

日
々
何
と
な
く
過
ご
し
が
ち
で
す
が
、

一
日
を
振
り
返
る
と
小
さ
な
学
び
の
ヒ
ン

ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
出
雲
北
陵
学

園
で
は
始
業
の
前
に
「
黙
想
」
を
し
て
心

を
落
ち
着
け
て
か
ら
授
業
が
始
ま
り
ま
す

が
、
一
日
の
終
わ
り
に
今
日
は
ど
ん
な
こ

と
が
あ
っ
た
か
な
と
目
を
閉
じ
て
思
い
出

し
て
み
る
と
小
さ
な
ひ
ら
め
き
、
教
訓
が

見
え
て
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
振
り
返

り
か
ら
気
づ
き
を
見
出
し
、
自
分
の
生
き

方
の
糧
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

私
は
特
に
て
ん
ぷ
ら
が
好
き
で
す
。
そ
の

タ
ケ
ノ
コ
で
す
が
、
祖
母
と
話
を
し
て
い

る
と
何
か
か
み
合
い
ま
せ
ん
。
タ
ケ
ノ
コ

は
土
の
中
か
ら
掘
り
起
こ
す
も
の
だ
と
は

知
っ
て
い
た
の
で
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
サ
ツ

マ
イ
モ
の
よ
う
な
も
の
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
祖
母
が
言
う
に
は
こ
れ
が
成
長
し

て
竹
に
な
る
の
だ
と
い
う
の
で
す
。
は
じ

め
は
何
を
言
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
、
理

解
に
苦
し
み
ま
し
た
が
、
少
し
ず
つ
飲
み

込
め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
少
し
ず
つ
恥

ず
か
し
さ
も
増
し
て
き
ま
し
た
。「
あ
ん

た
、
し
ゃ
ん
こ
と
も
知
ら
す
こ
に
、
タ
ケ

ノ
コ
、
ま
い
ま
い
、
て
て
い
っ
て
、
食
べ

と
っ
た
か
ね
ぇ
〜
」
と
大
笑
い
さ
れ
た
の

で
す
。
確
か
に
よ
く
見
る
と
、
竹
の
よ
う

に
節
が
あ
り
ま
す
。
先
の
細
い
と
こ
ろ
が

伸
び
て
い
く
と
、
そ
の
ま
ま
竹
に
な
り
そ

う
で
す
。
普
段
は
車
に
乗
っ
て
も
外
を
見

ま
せ
ん
が
、
竹
や
ぶ
に
ふ
と
目
を
や
る
と
、

巨
大
な
タ
ケ
ノ
コ
が
三
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い

に
伸
び
て
い
ま
し
た
。
愕
然
と

し
ま
し
た
。

　

学
校
で
勉
強
し
て
い
て
、
い

っ
た
い
こ
ん
な
知
識
い
る
の
だ

ろ
う
か
、
こ
れ
出
来
て
も
自
分

に
は
一
生
役
に
立
た
な
い
な
、

使
う
こ
と
な
い
な
、
と
浅
薄
な

功
利
主
義
を
根
拠
に
学
問
に
抵

抗
し
て
い
ま
し
た
が
、「
タ
ケ
ノ

コ
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、

「
タ
ケ
ノ
コ
」
の
本
質
、「
タ
ケ

ノ
コ
」
の
意
義
、
な
ど
を
知
ら

な
か
っ
た
私
は
こ
の
よ
う
な
恥

ず
か
し
い
思
い
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。
今
回
祖
母
の

指
摘
だ
っ
た
か
ら
ま
だ
よ
か
っ

た
と
胸
を
な
で
お
ろ
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
社
会

っ
く
り
休
も
う
」
と
心
に
決
め
、
優
雅
に

休
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。
日
曜
日
を
迎
え
、

朝
か
ら
取
り
組
め
ば
難
な
く
終
わ
る
課
題

で
し
た
が
、
午
前
中
は
前
日
の
流
れ
を
汲

ん
で
ゆ
っ
た
り
過
ご
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

昼
を
過
ぎ
る
と
状
況
が
徐
々
に
変
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
私
の
心
の
中
に
「
焦
り
」
と

「
後
悔
」が
生
じ
始
め
ま
し
た
。
早
く
手
掛

け
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
も
の
を
、
こ
の
感

情
が
さ
ら
に
私
の
や
る
気
を
抑
え
込
ん
だ

た
め
、
結
局
夕
方
に
な
っ
て
か
ら
取
り
掛

か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
休
日
の
フ
ィ

ナ
ー
レ
は
「
さ
あ
明
日
か
ら
ま
た
頑
張
る

ぞ
！
」
と
行
き
た
か
っ
た
と
こ
ろ
で
し
た

が
、
疲
労
感
に
満
ち
た
「
何
と
か
間
に
合

っ
た
」
と
い
う
後
味
の
悪
い
達
成
感
、
悪

夢
で
も
見
て
し
ま
い
そ
う
な
浅
い
睡
眠
で

月
曜
の
朝
を
迎
え
ま
し
た
。
土
曜
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
を
帳
消
し
に
し
、
精
神
的
疲
労

を
持
ち
越
し
た
ま
ま
月
曜
を
迎
え
る
こ
と

に
な
っ
た
無
意
味
な
週
末
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

明
る
い
未
来
を
想
像
し
、
前
向
き
に
歩

め
る
の
は
心
に
余
裕
が
持
て
て
こ
そ
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
辛
く
て
も
、
苦
し
く
て

も
、
面
倒
く
さ
く
て
も
、
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
日
々
取
り
組
ん
で
い
る
人

が
「
明
日
が
あ
る
」「
未
来
に
は
夢
が
あ

る
」
と
前
向
き
に
考
え
る
権
利
が
あ
る
の

だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

知
識
・
教
養
、
無
駄
な
こ
と
は
一
つ
も
な

い
　

こ
の
前
、
祖
母
か
ら
タ
ケ
ノ
コ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
春
の
季
節
の
も
の
と
し
て

私
は
大
好
き
な
食
べ
物
の
一
つ
で
す
。
メ

ン
マ
、
て
ん
ぷ
ら
、
鮮
度
の
良
い
も
の
は

お
刺
身
で
も
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

今月の
 1枚
「m

o
m
en
ts

」

亀
山　

月
夢
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